


昭和 56 年 3月現在,本学小児科および関連病院で治療を行っている先天性副腎皮質障害は

8例で,内訳は,21-hydroxylase欠損症7例,(塩喪失型6例,単純男性化型1例),リポイド過

形成(Prader 症候群)の疑い,1例である。21-hydroxylase 欠損症のうち 3例は,治療開始の

遅れ(単純型)および hydrocortisone のみによる治療が不適切であったなどの理由により

二次性思春期早発症(真性)を伴っている。 

以上に各型の治療の方針をのべる。 


